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☆ 地震津波避難訓練 “高台避難” 

  昨今、全国各地で地震が発生しており、また、近い将来大地震が起きるとの予想もあります。本校は海に隣接しており、地震に

よる津波が発生したという想定で避難訓練を行いました。これまで校舎上階への「垂直避難」を行っていましたが、今回は校外

への「高台避難」で全校生徒が城山公園まで避難しました。災害は学校滞在時に起きるとは限らず、登下校時など校外で遭遇

した際の避難方法を知っておくことが大切です。また、災害時、高齢者をはじめとする地域の方々の避難に、高校生は大きな力と

なることから、今回の訓練は欠かせないと感じ、計画・実施しました。 

  訓練後、温泉小、浜坂東小におられる EARTH隊員の先生方に地震、津波災害について講演 

していただき、改めて災害に対する日頃の備えが重要であることを痛感しました。地震や津波だけ 

でなく、気象災害など「今まで経験したことがない災害」が頻発しています。自分事と捉え、「自分 

の命を守る」、「大切な人の命を守る」行動がとれる高校生、職員となることが急務です。 

☆ 修学旅行 “山陰バス旅” 

 １１月１５日～１８日、２学年が修学旅行に出かけました。コロナ禍の中、今年度は、生徒の安心安全を最優先とし、山口、島根、

鳥取県をバスで巡りました。４日間とも見事な晴天に恵まれ、また紅葉の季節とあって、山陰の美しい自然を満喫しました。また、

各県が誇る歴史と文化から多くを学び、そして人々の温かいおもてなしに心が和みました。 

生徒たちにとっては入学以来、初めての宿泊を伴う行事でしたが、日頃の学校生活では味わえない体験や友だちや先生との

時間を、ルールやマナーを守って楽しんでいました。また、昨年度は中止を余儀なくされ、「今年は是非とも…」という家族、教職

員の熱い思いから実現した修学旅行であったことから、生徒たちの感謝の気持ちと喜びを感じる４日間でした。お土産と高校生

活最高の思い出いっぱいで、全員元気に、笑顔で帰宅しました。 

保護者の皆様をはじめ、この度の旅行の実施にご尽力いただいたすべての関係者の皆様に心よりお礼申し上げます。 

   

 

 

 

 

 

錦帯橋              萩市内班別歴史学習(ｻｲｸﾙﾛｹﾞｲﾆﾝｸﾞ)    しまね海洋館アクアス             松江市内班別行動（松江城） 

 

 
浜坂高等学校は、創立以来７０年以上、地域の学校として皆様に愛され、地域を支える人材を多く輩出してまいりました。近年、人口減少や

教育環境の変化等により、小規模校となってしまいましたが、新温泉町唯一の県立高等学校として、地域の未来を担う人材を育てるという使命

をより強く感じます。そのためにどうあるべきか、何ができるか、教育活動の見直しとともに、今年度より新温泉町の関係機関との連携をさら

に強めてその方策を模索しています。地域に根ざし、より愛される学校として、新温泉町の「未来」を地域の皆様とともに考え、創ってまいり

ます。浜高生に、より一層のご指導、ご支援を賜りますようお願い申し上げます。  

（“浜高の今”をお伝えしてまいります。ご一読いただけたら幸いです。） 
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